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より良い教育環境をつくります
●インターンシップを推進し、子どもと地域のつながりを大切にします。

●将棋、囲碁、綱引き、ディベートなどの「八尾１番」を競い、楽しむ学校教育を行います。

●子どもを守り、楽しく勉強できる環境を整備します。

●「8020運動（80歳で20本の自分の歯）」を推進し、元気な子どもを育てます。

●義務教育の段階から身近な地域の伝統文化を学び、将来に伝えることができるよう、学

習カリキュラムに八尾文化教育を積極的に取り組みます。

●引きこもりの青少年が参加しやすいシステムを構築し、青少年ネットワークを立ち上げ、

ふれあいの場を作ります。

●放課後児童室を6年生まで延長します。

真の幼保一元化に向けて
●資格取得、育児疲れ等を理由とした幅広い、保育のショートステイの利用を図ります。

●国の縦割り行政の象徴でもある認定子ども園条例に対して、特区制度などの活用により、

真の幼保一元化に向けて積極的に取り組みます。

八尾の文化を育て、生活を豊かにします
●文化力の向上と豊かなスポーツ環境の整備を行います。

●予算の１パーセントを文化関係に配分し、行政の文化化を進めます。

●伝統文化の活性化と新しい文化の育成を行い、「河内文学賞」の創設を図ります。

●巨大なスポーツグランドを整備し、ソフトボールやサッカー、野球、ラグビー、グランドゴ

ルフ、ゲートボールなどが行える場所を提供し、元気な八尾を創ります。

生涯学習を推進します
●講座ＯＢの能力をさらに高め、講座運営などを主体的に行い、市民自らが作り運営する市

民講座にします。
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人権・男女共同参画社会を目指して
●社会的に弱い立場にあるすべての人々への理解を深め、人権が尊重される八尾を実現
します。
●高齢者虐待について、ケアマネージャーや民生委員、施設など官民協働で防止します。
●セクシャルハラスメントやストーカーについて、警察だけでなく、その予防措置として企
業研修をすすめるとともに、その組織内に、救済機関を作るよう指導します。
●学校教育で人権教育や男女の性差別の解消を推し進め、将来にわたって人権意識の醸成、
差別のない社会を構築します。

●久宝寺緑地におけるホームレスへの自立支援を府とともに行います。

児童虐待・いじめの徹底排除
●児童虐待について、市独自に保健師活動とケースワーク活動の充実や府の児童相談所
と連携をとり、緊急措置を講じます。
●八尾警察・児童相談所と連携を図り、家庭の中に入り、児童避難対策を採ります。
●いじめの根絶は、学校の自律的行動と独自予算にかかっています。学校運営に、地域や
ＰＴＡ、ＮＰＯなどが参画できるよう学校理事会制度の導入を検討し、第三者の眼を光ら
せます。
●市独自に「いじめ１１０番」を設置し、すぐに教育現場にかけつけるシステムを作ります。

家庭内暴力（ＤＶ）を防止します
●幼児期から高校生まで成長に応じて、非暴力コミュニケーション術や加害者プログラム
などの学習やエンパワーメントの機会を保障し、ＤＶ防止にむけて強く働きかけます。
●ＤＶ被害者が生活の基盤を作り、早期に自立できるよう、公営住宅の活用など支援制度
を創設します。
●ＤＶ被害者を支援するＮＰＯ、特に民間シェルターを運営するＮＰＯに財政的支援を府と
ともに行います。
●ＤＶ被害者の自立のための就労支援を、国、府とともに行います。

内なる国際化を推進します
●八尾は国際色の豊かなまちです。国際化を進め、すべての国籍の人が、ともに楽しく暮
らせる八尾のまちを創ります。

子育て支援策を推し進めます
●保育所に子育て支援センターを設置し、家庭で子供を育てているお父さん・お母さんを
強力にサポートします。

●保育所への待機児童を解消し、お父さん・お母さんが安心して、働き、介護でき、暮らすこ
とができる環境を作ります。
●保育時間を大幅に延長します。
●ひとり親の家庭に、ホームヘルパーの派遣や一時保育を行い、生活を支えます。
●子育てのための休暇取得・勤務時間短縮ができるよう、市内の企業に働きかけます。
●企業内保育のサポートを行い、産業の振興、雇用の確保などの産業振興施策と一体となっ
た子育て支援を行います。
●里親制度について、府だけでなく、その実情に詳しい市も主体となって新しい家庭創造
プログラムを作ります。
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